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京葉ユニオン学習交流会 
山口宏弥さんの口から最初にでてきた言葉は「私た

ちは乗員組合、キャビンクルーユニオン と一緒に不

当解雇争議を解決したいです！」だった。5月 20日、

18時、京葉ユニオンが呼びかけた「JAL被解雇者労働

組合交流会」が船橋市勤労市民センターで行われた。

テーマは「JAL不当解雇闘争を闘う労働組合の課題に

ついて」、京葉ユニオンと JAL被解雇者労働組合（Ｊ

ＨＵ）が語ってくれた。「JALの不当な整理解雇の争

議」で原告パイロット山口宏弥さんらが、新たに労組

を結成、団体交渉を申し込むも、会社は応じないた

め、都労委に救済を申し立てた。新たな組合結成と言

うと、分裂か？と思う人もいるかと思うが、そうでは

ない。山口宏弥さんら、組合を立ち上げた 3 人は、解

雇後の 2012年には、60歳の定年に達したことで、所

属していた組合の組合員資格を失った。つまり、組合員でなくなった。だから、団体交渉

にも参加できなくなった。自分らのことを交渉する団交にも参加できないのは、歯がゆか

った。会社側は原告団や支援共闘との話し合いの要請には、一切応じない。この問題は解

決していない。会社は「解雇は有効の判決が確定している」というが、整理解雇の４要件

を満たしているとした判決は、その後の裁判で「解雇の過程で、不当労働行為」があった

ことが最高裁判決で確定した。つまり、十分な説明と話し合いがなされていない整理解雇

であり、4要件の一つ「誠実交渉の義務」は否定された。そもそも経営破綻の責任は会社

にある。ＪＡＬはこの解雇争議を解決する責任がある。10年を越えるこの争議が、解決し

なければならない問題であることは、厚労相ですら認める。「JALは、逃げ切れると思って

いるのか？逃がさない」と、あるジャーナリストは指摘、今回の新組合結成の経緯などは

新聞でも報道(毎日新聞の都内版)された。 

 

◆初めに立ったのは、金澤壽京葉ユニオン共同代表。 

 11年に及ぶ闘いの中で、労組結成は有効的な取り組みと思う。記者会見後に客観的な新

聞報道、ＳＮＳによる伝達は大きな支援と思われる。かつて、連合通信の記者から、「ＪＡ

Ｌの解雇撤回闘争は解決に向かっているのか？」と問われた。記者は「これで都労委へ申

立てができますね」と感想を述べていた。申立てを実現する時が来たわけです。ここで本

来は共闘会議の出番だと思う。しかし現状は中々見えにくい。CCUの「ＪＨUとの共闘は難
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しい」の判断は早計だと思う。支援共闘

会議には頑張ってほしい。 

 

◆山口宏弥さん(ＪＨＵ委員長) 

 冒頭「新しく結成した JHUについて話

しをします」と丁重に口をついたのは

「JHUは JFU と CCU と一緒に不当解雇争

議を解決したいのです！」だった。3人

は 58歳で首切りになった。60歳で組合

規約で組合員を外れた。それからは、団

交などに出ることはなかった。乗員組合

に加入申請をしたが結論が出なく、継続協議が繰り返された。16年 12月に申し出たが、

「17年 4月に乗員組合と機長組合が統合するから、統合したら申請してほしい」と言わ

れ、統合後に申請をした。しかし、ここでも結論が出ず空白が続いた。今年の 21年 1月 6

日に、統合後のＪＦＵに 3回目の申請を出した。「何とか結論を出して欲しい」と申し出

て、3月 8日の執行委員会にリモートで 3人が参加した。「我々は団体交渉に出て、直接会

社と交渉をしたい」を求めた。客室乗務員は全員ＣＣＵの組合員で、会社との交渉の場に

でている。私たちはずっとでていない。これまで組合に加盟できないことを公に言ってい

ない。その後も、叶わないできた。そこで、3／31までに結論をお願いするも「申請承認

には至らない」と電話で断りが入った。この間、国会議員とのヒアリング、面接などを通

して協力を求めてきた。16年 9 月 23日、最高裁で「ＪＡＬの不当労働行為を認める判

決」を受けて、当時の石井国交大臣は「遺憾だ、ＪＡＬが適切に対応すべき」と国会で答

弁したが解決していない。またＩＬＯ勧告は日本の労働委員会制度を紹介している。昨年

12月には田村厚労大臣から「労働委員会制度でいろいろ対応できる」と、労働委員会の活

用を促すような発言もあった。ＪＡＬは労働委員会と過去に喧嘩をして負けている。最高

裁判決で負けた会社は、紙切れ 1枚の詫び状で済ませている。こうした経緯から 3人は組

合を結成、団交を要求して、会社が応えなかったので不当労働行為で労働委員会に救済を

申立てることになった。 

 

▲労働委員会への救済命令申立書の提出 

 会社に申し入れをして、4／30の午後 4時まで回答がないことから電話をかけた。「3回

要求しているが回答がない。回答なければ、回答がないことと扱わさせていただく」それ

に対して、「ちょっと待て」と電話が他に回された。「近いうちに回答する」の返事が返っ

てきた。しかし、その後の回答は「団交はやらない」の返答。そこで 5／12に申立てをし

た。二つの組合は特別協議を大切にしている。組合の状況は理解している。しかし、事前

に組合結成を知らせなかったことなどを理由に「ＪＨＵと一緒にできない」と申し出があ

った。「私たちは、あくまでも乗員組合とキャビンクルーユニオンとの協力と連携が不可欠

と考えている。2組合と共に解決したいと結成宣言にも載せている」この友好的団結で解
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決をめざす思いは固い。ＣＣＵから「結成宣言や会社要求文書からＣＣＵの文字を削除す

るよう要請があった」。会社には過去の経緯から労働委員会に持って行かれてはたまらない

思いがある。ＪＡＬの首切りは人員整理じゃない。もの言う労働者の排除だった。これか

らも様々な困難が予想されるが、一つ一つ乗り越えていきたい。当面は労働委員会の闘い

に力を入れる決意です。粘り強く頑張っていきますので、よろしくお願いします。 

◆山崎秀樹ＪＨＵ書記長 

 私たちは非組合員です。非組合員だから組合結成もした。「相談も無しに労働組合を結成

した」と指摘も受けるが、分かってくれる人と分かろうとしない人がいます。最高裁で不

当解雇は負けたが、不当労働行為については勝利判決を勝ち取った。せっかくの勝利財産

を有効的に活かして展望を切り開く、都労委への申立てもその一つ。会社に解決を求めま

す。国と議員の協力を求めるとともに、大衆を大動員して、闘いの展望をみんなに伝えま

す。困難な道であるが頑張ります。 

 

◆二瓶久勝京葉ユニオン共同代表 

 ＪＨＵの組合結成の資料を見て感激した。国鉄闘争の四党合意は少ない金額で解決を図

る国労本部とぶつかった。「二瓶久勝の名の載った資料は破棄！」の指令が出た。今日のＪ

ＡＬ闘争と同様な手口だ。裁判闘争は大衆闘争が伴わないといけない。ＪＦＵとＣＣＵの

2組合とは共闘姿勢を保つ！努力する。政治的動きは、運動の盛り上がりが条件になる。

裁判に負けても、政治的持ち方が大切だ。国策で国労攻撃があった。ＪＡＬも同様に国策

の攻撃だ。国鉄闘争も労働委員会を足場に意気を盛り上げた。統一と団結で一緒に努力し

ましょう。国鉄闘争の教訓から、またＪＡＬ闘争 10年の力の蓄えを発揮しよう。 

 

 

 

国民投票法案国会前行動 
改憲手続法(国民投票法)改正案

の強行採決反対！法案の徹底審議

を！自民党４項目改憲案反対！ 「参

議院議員会館前緊急行動 」が５月 26

日 11:45～12:15の日程で行われた。

参議院議員会館前には、「国民投票法

強行採決反対」「法案の徹底審議」

「自民党 4項目改憲案反対」「国民投

票法改正案に抗議」等々の横断幕、

ノボリ旗、ボードが掲げられた。 
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◆ 自民党は憲法改正国民投票を有利に進めれる国民投票法改正案を１９日に趣旨説明を行

い、審議入りした。自公両党は、６月９日の審査会で採決を狙っている。本日２６日は改

正案の質疑、６月２日に参考人質疑を行い会期内の強行採決を狙う。 

【自民党の改憲 4項目】 

①自衛隊の明記 

②緊急事態条項 

③合区の解消 

④教育費無償の明記 

※③④は、法律改正で済むもの。憲法改正をソフトに見せつけ、①と②の本丸にひっくる

めて憲法改悪を狙う。 

【開会】11:45 

司会者:山本さん 

緊急に迫った投票法案の改悪に待ったをかけよう！午後から開かれる参院憲法審査会に歯

止めかけましょう。 

【主催者挨拶】川村共同代表 

日本への渡航禁止が米国から発表がありました。緊急事態宣言中 

何もかも足りない菅政権のコロナ対策。そんな最中で病床削減を強行する。75歳以上の保

険料負担増。国民を守れない菅首相が改憲など言うな！台湾有事を口実に軍備増強。こん

な菅政権は葬りましょう。改憲反対頑張りましょう。 

 

●立憲民主党(石川大我・柚木道義

議員) 

投票法案について議論もあるが、立

憲民主党の立場もあるが、憲法を守

ることから皆さんと連帯します。入

管法案取り下げの件もあり諦めては

いけない。午後からの審査会で頑張

ります。 

 

●日本共産党(山下芳樹・山添拓議

員) 

安部改憲と同じ手法で菅首相は改憲に走っている。政府は改憲よりコロナ対策を優先課題

にすべきだ。ところが、コロナに紛れ、重要土地調査規制法案までも強化しようとする。

監視地域が広がり財産権、プライバシーを侵害する。 

今やるべきことやらない菅政権は 

交代しかない。 
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●社会民主党(服部良一幹事長) 

改憲に結びつく投票法案は反対、コロナ禍で火事場泥棒の自民党の横暴を許さない。衆院

憲法審査会で投票法案採決で自民党は喜んだ。自民党の悪法の甘んじないで連帯して頑張

りましょう。参加者は 200名 

※衆議院第二議員会館前には、連続して重要土地調査規制法案採決反対の座り込み抗議も

続いている。(後半 3枚写真参照) 

 

（宮） 


